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キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
講
座

「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）」第

２
期
の
締
め
く
く
り
と
な
る

ビ
ジ
ョ
ン
プ
レ
ゼ
ン
が
12
月

17
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。

　
Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
２
０
２
１
年
度

に
始
ま
っ
た
全
学
対
象
の
講

座
で
、
２
期
目
の
今
年
度
は

８
カ
月
に
わ
た
っ
て
開
講
。

講
師
に
人
材
開
発
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
平
間
稔
啓
さ
ん
を

迎
え
、「
社
会
理
解
」「
未
来
予

見
」「
仲
間
づ
く
り
」
の
三
つ

を
テ
ー
マ
に
講
義
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
き
た
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
プ
レ
ゼ
ン
は

「
Ｆ
Ｄ
Ｐ
　
２
０
３
０
年
に

向
け
て
。
私
が
見
つ
け
た
未

来
」
と
題
し
、
活
動
の
振
り

返
り
や
学
ん
だ
こ
と
、
未
来

へ
の
目
標
な
ど
、
受
講
生
10

人
が
対
面
と
映
像
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

　
岩
澤
楓
さ
ん
（
法
２
）
は

仲
間
づ
く
り
で
悩
み
Ｆ
Ｄ
Ｐ

を
受
講
。
受
講
生
有
志
で
鳳

祭
に
参
加
す
る
こ
と
と
し
、

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
。「
講
義

の
中
で
『
ど
う
せ
無
理
を
な

く
そ
う
』
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
だ
っ
た
。
Ｆ
Ｄ
Ｐ
を
通

じ
て
、
ど
う
せ
無
理
と
い
わ

な
い
仲
間
と
出
会
い
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
未
来
に

向
か
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
忘

れ
ず
行
動
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

　
ほ
か
の
課
外
活
動
で
チ
ー

ム
活
動
に
つ
い
て
悩
ん
だ
と

い
う
田
宮
小
鈴
さ
ん（
商
１
）

は
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
で
議
論
を
重
ね

る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
で
は
役

割
分
担
が
大
事
だ
と
気
づ
い

た
。「
チ
ー
ム
の
中
で
自
分
の

役
割
を
ま
っ
と
う
し
、
そ
の

上
で
メ
ン
バ
ー
を
生
か
す
方

法
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
」
と
ま
と
め
た
。

　
講
師
の
平
間
さ
ん
は
「
Ｆ

Ｄ
Ｐ
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
大
学
生
活
や
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
必
要
と
な
る
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ス
キ
ル
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
受
講
生
を

ね
ぎ
ら
っ
た
。

　
経
済
学
部
の
専
門
科
目

「
学
外
特
別
研
修
」
の
発
表

会
が
12
月
３
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
受
講
し
た
飯

塚
亮
介
さ
ん
、

大

平

康

晴

さ

ん
、
最
上
悠
都

さ
ん
、
小
関
駿

太
郎
さ
ん
（
い

ず

れ

も

３

年

次
）、田
中
理
久

さ
ん（
２
年
次
）

の
５
人
が
研
修

先
で
の
経
験
や

成
果
を
報
告
し

た
。

　
同
科
目
は
、

外
部
講
師
を
招

い
て
の
座
学
の

後
、
夏
期
休
暇
中
に
企
業
や

非
営
利
組
織
で
イ
ン
タ
ー
ン

を
行
う
。「
社
会
人
と
し
て
の

実
習
体
験
」
を
通
じ
て
、
社

会
を
見
る
目
や
能
動
的
・
積

極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
な
ど

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
る
。

　
飯
塚
さ
ん
と
大
平
さ
ん
は

公
益
財
団
法
人
川
崎
市
産
業

振
興
財
団
、
最
上
さ
ん
は
公

益
社
団
法
人
東
京
自
治
研
究

セ
ン
タ
ー
で
、
普
段
な
じ
み

の
な
い
非
営
利
組
織
の
現
場

を
経
験
し
た
。
小
関
さ
ん
と

田
中
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
民
間

企
業
で
研
修
を
受
け
た
。

　
教
員
や
研
修
先
の
担
当
者

を
前
に
堂
々
と
報
告
を
行
っ

た
５
人
の
表
情
に
は
、
研
修

の
充
実
ぶ
り
と
成
長
の
手
応

え
が
う
か
が
え
た
。

充
実
の
就
業
体
験
振
り
返
る

インターンでの体験をプレゼンする学生

　
経
営
学
部
の
石
崎
徹
ゼ
ミ

に
所
属
す
る
３
年
次
生
８
人

が
、「
第
28
回
大
学
生
意
識

調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｆ
Ｕ

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
２
０
２
２
）」（
協

賛
・
指
導

公
益
社
団
法
人

東
京
広
告
協
会
）
に
参
加
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
関
口
大

奈
さ
ん
、
蓑
田
優
海
さ
ん
、

小
林
莉
子
さ
ん
、
河
合
千
広

さ
ん
、
市
川
陸
斗
さ
ん
、
小

島
美
咲
さ
ん
、
竹
上
湧
大
さ

ん
、
南
部
駿
さ
ん
の
８
人
。

　
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
は
、
広
告

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ

学
生
有
志
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、今
年
は
５
大
学（
専

修
、
青
山
学
院
、
駒
澤
、
千
葉

商
科
、
江
戸
川
）
の
学
生
が
、

「
大
学
生
の
友
人
関
係
」に
関

す
る
意
識
調
査
に
取
り
組
ん

だ
。
大
学
生
約
１
４
０
０
人

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
コ

ロ
ナ
禍
で
ど
の
よ
う
に
友
人

関
係
を
築
い
て
い
る
か
を
調

査
。
集
計
・
分
析
し
た
結
果

を
、
12
月
14
日
に
開
か
れ
た

記
者
発
表
会
で
報
告
し
た
。

　
調
査
で
は
、
現
在
の
大
学

生
は
緻
密
な
戦
略
で
友
人
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
て
候
補
を
絞
り
、
１

to
１
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
関
係
性
を
深
め
て
い
く
と

い
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的

な
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
い

る
」
と
の
考
察
を
示
し
た
。

　
関
口
さ
ん
は
、「
担
う
タ
ス

ク
も
責
任
も
大
き
か
っ
た

が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
達
成

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
充
実
の
表
情
。
蓑
田
さ
ん

は
、「
広
告
へ
の
興
味
が
一
層

増
し
、
協
力
し
て
目
標
に
向

か
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感

し
た
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　
２
０
２
３
年
度
長
期
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
１

期
）
の
留
学
生
が
決
ま
っ

た
。
留
学
先
と
派
遣
期
間
、

氏
名
、
学
部
学
年
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

■
ワ
イ
カ
ト
大
学
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、１
月
〜
11
月
）

川
口
恵
（
法
２
）
▽
佐
野
朋

希
（
商
３
）

■
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大

学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
（
ド
イ
ツ
、
３
月
〜
24
年

２
月
）

秋
山
歩
純
（
経
済
２
）

■
檀
国
大
学
（
韓
国
、
２
月

〜
12
月
）

白
井
菜
陽
（
文
３
）

■
上
海
大
学
（
中
国
、
３
月

〜
24
年
１
月
）

菊
池
来
美（
国
コ
ミ
ュ
３
）

長期交換留学生と奥村経世国際交流セン

ター長（後列左から２人目）＝１月17日

23年度長期交換留学に５人

　
日
本
語
学
習
を
希
望
す
る

外
国
人
を
対
象
と
し
た
「
冬

期
日
本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）」が
１
月

10
日
、
始
ま
っ
た
。
韓
国
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ

ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学

生
41
人
と
、
秋
期
か
ら
の
継

続
で
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
避
難
し

て
い
る
一
般
の

方
１
人
の
計
42

人
が
参
加
。
２

月
25
日
ま
で
国

際
交
流
会
館
に

滞
在
し
、
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
日

本
語
学
習
や
日

本
文
化
体
験
を

行
う
。

　
12
日
に
は
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
講
式
が
行

わ
れ
た
。
奥
村

経
世
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
長
が

英
語
と
日
本
語

で
「
日
本
語
を
学
び
、
日
本

や
ほ
か
の
国
の
友
達
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
、
楽
し
く
過
ご

し
て
ほ
し
い
」と
歓
迎
し
た
。

　
続
い
て
国
際
交
流
会
館
で

開
催
さ
れ
た
歓
迎
会
で
は
、

留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
ゲ

ー
ム
を
通
じ
て
交
流
し
た
。

日
本
語
初
級
の
留
学
生
の
た

め
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
楽
し

め
る
ゲ
ー
ム
や
日
本
文
化
の

一
つ
で
あ
る
す
ご
ろ
く
を
用

い
た
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
日
韓

英
の
３
カ
国
語
が
飛
び
交
う

交
流
と
な
っ
た
。

　
本
学
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

と
し
て
、
す
で
に
日
本
に
避

難
し
て
い
る
方
で
日
本
語
の

学
習
希
望
者
を
対
象
に
、
Ｊ

Ｌ
Ｃ
（
年
４
回
開
講
）
の
秋

期
と
冬
期
の
２
コ
ー
ス
で
受

け
入
れ
。
受
講
料
と
国
際
交

流
会
館
の
滞
在
費
な
ど
を
免

除
し
て
い
る
。

留学生と日本人学生が交流を深めた歓迎会

プロジェクトに参加したゼミ生と石崎教授（右端）

未来への目標などをプレゼンする受講生

◀ 発表会で報告

　 する関口さん

フューチャーデザインプログラム

第２期ビジョンプレゼン
受講生が未来の目標語る

経
営
・
石
崎
ゼ
ミ

５
大
学
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

コ
ロ
ナ
禍
の
友
人
関
係
を
調
査

経
済
・
学
外
特
別
研
修
発
表
会

６
カ
国
42
人
参
加

冬
期
Ｊ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ー
ト

　「
専
修
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
｜
第
10
期
蒼
翼
の
学
舎
」

の
最
終
報
告
会
が
12
月
22
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
経
営
学
部
の

正
課
科
目
（
全
学
公
開
科
目
）
と
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
課
外

講
座
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
開
講
。
講
座
と
学
内
外

で
の
チ
ー
ム
活
動
を
通
じ
て
、
組
織

や
社
会
を
け
ん
引
す
る
た
め
に
必
要

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
習
得
を
目
指

す
。

　
今
年
度
は
34
人
の
受
講
生
が
６
チ

ー
ム
に
分
か
れ
、
企
業
や
市
民
団
体

か
ら
提
示
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑

ん
だ
。
報
告
会
で
は
、
約
９
カ
月
に

お
よ
ぶ
活
動
の
様
子
や
、
そ
の
な
か

で
見
つ
け
た
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
エ

ッ
セ
ン
ス
」
を
発
表
し
た
。

　
往
診
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ
の
認
知
拡

大
に
取
り
組
ん
だ
の
は
「
ス
ト
ー
リ

ー
」
チ
ー
ム
。
子
育
て
マ
マ
応
援
イ

９か月間にわたって奮闘した10期生

発
見
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
エ
ッ
セ
ン

ス
を
報
告
す
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
チ
ー
ム

専
修
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
第
10
期
蒼
翼
の
学
舎

活動成果を報告

ベ
ン
ト
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
６
０

０
人
以
上
の
来
場
者
を
集
め
た
。
報

告
会
で
は
、
チ
ー
ム
活
動
で
協
働
す

る
た
め
に
は
「
他
者
視
点
と
自
己

視
点
」「
組
織
の
利
益
と
個
人
の
利

益
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
と
の
考
察

を
示
し
た
。

　「
ジ
ェ
イ
・
ブ
ロ
ー
ド
」
チ
ー
ム

は
、
障
が
い
者
採
用
支
援
事
業
を
手

が
け
る
部
署
で
、
障
が
い
を
持
つ
就

活
生
が
面
接
で
自
身
の
状
況
を
伝
え

る
際
に
役
立
つ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

考
案
、
受
け
入
れ
先
が
開
く
就
職
イ

ベ
ン
ト
で
本
格
的
に
導
入
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。

　
報
告
会
に
参
加
し
た
サ
ニ
ー
ワ
ン

ス
テ
ッ
プ
株
式
会
社
の
田
村
寛
之
さ

ん
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
に
壁
に

ぶ
つ
か
る
経
験
も
し
た
と
思
う
が
、

社
会
に
出
て
困
難
に
直
面
し
た
際
に

乗
り
越
え
る
糧
に
し
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。


